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新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、皆様にはご不便をおかけしているにも関わらず、
日頃よりご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げます。
昨年10月に「YUYU上半期ダイジェスト」を発行したところ、皆様から嬉しい反響がありました。
今年度も情報発信には力を入れ、広報誌「YOU YOU MAGAZINE」を3か月に一回発行致します。
当法人の取り組みを皆様にわかりやすくお伝えできるよう、努めて参ります。
今後もどうぞよろしくお願い致します。

YOU YOU MAGAZINE  SUMMER
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5月下旬から北海道医療大学と共同し、寄付講座として「福祉と当事者のリアル」
を開講しました。当初は対面での実施を予定していましたが、コロナウイルスの影
響を受け、全てオンライン講義とし、現在では履修学生60名（看護福祉学部臨床
福祉学科・看護福祉学科1年生）に加え、他学部学生や一般参加者を合わせると全
体で400名が受講しています。本講義を行う背景として、福祉を学ぶ学生のほとん
どは、当事者や支援者との出会いが3年次の実習となっており、大学入学時には、
さまざまな福祉のリアルに触れる機会がないことが実情としてあります。そんな学
生の学びはもちろんのこと、地域の方をはじめ、さらにはオンラインという利点を
生かし、全国の方々の学ぶ場として10月末まで実施してまいります。

北海道医療大学「福祉と当事者のリアル」

I N F O❶

D o n a t i o n  寄付について

東大生が当別で就業体験！

I N F O❷

東京大学法学部の山本斐海さんが4月より半年間のインターンシッ
プに来ています。なぜ、東京大学の学生が当別に？と思う方もい
らっしゃるのではないでしょうか。山本さんは「障害者のリアルに迫
る」東大ゼミという東京大学の自主ゼミに所属しており、ゼミの活
動として昨年の夏にゆうゆうへ見学・体験に来ました。ゼミを通して
障がいのある方や支援者と出会い、障がいについてさらに時間を
かけて考えたい想いが強くなっていったことや、ゆうゆうの活動に
興味を持ったことがきっかけでインターンシップを希望しました。
現在は、主に「生活介護事業所にょきにょき」にて勤務をしながら、
「福祉と当事者のリアル」の講義運営に参加している山本さん。活
躍の様子はNHK「ほっとニュース北海道」（6月10日放送）で特集と
して放送されました。
インターンシップは、利用者さんや地域
住民との中長期的な関りを通して多様
な価値観に触れ、自分の将来について
考える貴重な経験となります。福祉を
専門的に学んでいない学生も積極的に
受け入れ、遠い存在に感じてしまう福
祉をより身近に、そして福祉のあり方を
様々な視点から考えられるような人材
育成を目指していきます。

寄付についてゆうゆうの活動にご支援をお願いします
私たちの考え方、事業に共感していただける皆さまからのご寄付を受け付けています。 

超少子高齢・人口減少社会などの社会課題に対し、「ひとりの想い」を
大切にする福祉実践を展開し継続した活動をするためには、皆さまの力が必要です。ぜひ活動へのご支援をお願いします。

社会福祉法人への寄付について

個人の場合 法人の場合 相続による寄付の場合
所得税の寄付金控除または税額控
除が受けられます。

一般の寄付金とは別枠で、法人税
法上の損金算入ができます。

租税特別措置法により相続税が非課税となるこ
とがありますのでご相談ください。
※個人で適用を受けるためには確定申告が必要です。

寄付金控除を受けるには、「寄付金」の但し書きのある領収書が必要で

す。当法人発行の領収書をご希望の方は、お電話又はWEBお問い合わ

せフォームからご依頼ください。

TEL:0133-22-2896
http://yu-yu.or.jp/contact/

領収書について

今までのゲスト
湯浅誠氏、二本松一将氏（5月23日）
上岡陽江氏、向谷地生良氏（5月30日）
町亞聖氏、馬場拓也氏（6月13日）
広野ゆい氏（6月27日）
松岡宗嗣氏、向谷地生良氏（7月4日）

これからのゲスト
鎌田守氏（7月18日）
伊豆丸剛史氏、累犯当事者（9月12日）
今井出雲氏、山本斐海氏（9月26日）
本田優子氏（10月3日）
野澤和弘氏（10月17日）
野崎伸一氏（10月31日）

◉申込方法
右記のQRコードからお申し込みいただけます。本講義はリアルタイムでの
Youtube配信のほか、アーカイブにて1週間のご視聴も可能となっております。
各講義前日の12時までにお申し込みの上、講義をお楽しみください。なお、既に
終了している講義につきましては、配信等の対応はい
たしかねますのでご了承くださいませ。



理事長メッセージ

いつもありがとうございます。YOU YOU MAGAZINEを発刊することになりました。

　ゆうゆうのやっていることは、「たくさんあ
りすぎて分かりにくい」とよく言われます。
福祉というものがそもそも分かりにくいの
に、ゆうゆうは制度を超えた事業展開をし
ているので、さらに分かりにくくなります。
　たくさんありすぎるので、すべてのことを
お伝えすることは非常に難しいのですが、
少しでもゆうゆうの取り組みをご紹介する
ことで、ゆうゆうのことを知ってもらい、欲を
言えば、応援してもらいたいと思っていま
す。
　YOU YOU MAGZINEは四季折々に年４
回発刊して、ゆうゆうの取り組みをご紹介
したいと思っています。利用者や保護者の
方々、関係団体や地域住民の方々、スタッ
フやその家族にもご覧いただきたいです。
　記念すべき創刊号は新型コロナウィルス
の話題が中心となりました。世界中の誰し
もが解を持たない未曾有な状況のなか、利
用者やスタッフの命と生活を守ることに３ヶ
月間、スタッフ一同懸命に取り組んできまし

社会福祉法人 ゆうゆう 理事長 大原  裕介

た。自分の感染リスクよりも利用者を守る
ために献身的なサービスを提供するスタッ
フ、その取り組みを昼夜休日問わずにサ
ポートするバックアップスタッフ。彼ら彼女
たちのプロ意識がなければこの難局は乗り
越えることはできなかったです。そして、医
療関係者の皆さんのバックアップや保護者
の皆さんのご協力とご理解の賜物でもあり
ます。
　私たちのコロナ禍におけるケア方針は、
「利用者やスタッフが感染する」ということ
が前提です。もちろん感染予防対策につい
ても徹底して取り組んでいますが、感染者
を出さないというのは無理であると思って
います。プロ意識を欠く行動による感染は
許されませんが、誰しもが感染するというリ
スクがあるということを認識しなくてはなら
ないのです。まるで、魔女狩りのように感染
者を論う風潮に対しては違和感しかありま
せん。大切なのは隠さないことと、感染を広
げないことです。そのためには、体調不良な

どをオープンにしても大丈夫であるという
ことをスタッフに伝え、サポート体制も構築
しました。また、利用者に対しては、感染し
たことを想定して、医師の監修のもと、グ
ループホームの単独居室空間にゾーニング
などを施し、隔離居住空間を整備しました。
隔離空間整備は今後も拡充する予定です。
感染予防対策に取り組む一方で、コロナ禍
のなかで、できることはないのかと自問自答
する日常でもありました。記事のなかでご
紹介しているのはその一端です。ゆうゆうら
しいという表現の一部でもあります。コロナ
禍で一方的に大切なモノやコトを奪われる
だけでは、悔しいので、できることをこれか
らも考え続けていきたいと思っています。
才能に富んだ新しいスタッフも仲間に加
え、みなさんのご期待に添えるよう歩みを
続けていきたいと思います。
　今後とも変わりないご支援とご声援を
賜りますよう心よりお願い申し上げます。

新型コロナウイルス（COV I D－19）に伴う取り組み

U-gohanの味をご家庭で

今年の2月にオープンした
「北海道の米と汁 U-gohan 
東大正門」は、新型コロナ
ウイルスの影響を受け、4月
から休業しています。しか
し、不安な毎日を過ごして
いるみなさまのお力になり
たいと考え、北海道の野布
瀬農園で愛情たっぷり育て
たU-gohanのお米をお届け
する通販サイトを開設いた
しました！
ご自宅用はもちろんのこと、
ちょっとしたプレゼントに全
国へ郵送も行っています。
詳しくはQRコードよりサイ
ト内をご確認の上、ご注文
お待ちしております。

既成概念を超えたチャレンジ
事業の縮小・自粛を余儀なくされる中、新たな利用や支援開発に繋
がった拠点もあります。放課後等デイサービスセンターkaedeでは、
ご自宅にいる利用者に対してZOOMアプリを使用したソーシャルス
キルトレーニングを始めました。休校中のご本人やご家族の心身の
負担を軽減するため、コロナ禍でも出来るサポートを検討・実施して
います。また、amaririsuでは、休校中ご家族の育児負担が大きいご
家庭に対して、利用しているご本人だけではなく、ご兄弟に対する
相談にも応じてきました。学校再開後の現在も、ご家族の不安や困
り感についてご相談に応じています。

新入職員紹介

蝦名 佑美
所属：江別就労支援部　生活介護事業所よるのにじ

出身大学：札幌大谷大学

この度、憧れていた大麻への引っ越し
を叶えました。たくさんのことを吸収し
ながら頑張りたいと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。

世戸口 瑞友
所属：江別子育て推進室　放課後等デイサービスセンターkaede

出身大学：大妻女子大学

笑顔と元気溢れる子どもたちと一緒に
成長していけたらと思っておりますの
で、どうぞよろしくお願い致します！

長尾 豪也
所属：地域生活支援部 共同生活援助事業所 ゆうゆうのいえ

出身大学：北海道医療大学

利用者の皆さまに真剣に向き合い、出
来る事を一つでも多くしていけるよう
努めていきます。どうぞよろしくお願い
致します！

山﨑 凛々
所属：当別就労支援部　野布施農園

出身大学：神奈川県立かながわ農業アカデミー

神奈川で農業を勉強していました。福
祉についてはこれから少しずつ着実に
身につけていきます。利用者の皆様と
おいしい米と野菜を作っていきたいと
思います。

煙山 順子
所属：地域包括ケアシステム推進室
当別町地域包括支援センター

ゆうゆうという組織は「その人」の存在
を大切にしてくれます。これから、当別
を私のフィールドとして、頑張っていこ
うと思います。

山本 有希子
所属：品川事業部 品川児童学園 児童発達支援センター

出身大学：桜美林大学

子どもたちが安心して過ごすことがで
きるよう日々学び、精一杯がんばります
ので、どうぞよろしくお願いします。

髙木 幸春
所属：品川事業部 品川児童学園
児童発達支援センター

前職（療育）の経験を活かし、利用児や
家族に寄り添っていければと考えてお
ります。よろしくお願いします。

岸田 芽来
所属：品川事業部 品川児童学園
児童発達支援センター

今年１月にJICA青年海外協力隊の任
期を終了し、帰国しました。今までの経
験を活かし、子どもたちと元気いっぱ
い過ごしていきます。よろしくお願いし
ます。

広瀬 麻衣
所属：品川事業部

品川児童学園 日中一時支援

新しい環境で心機一転頑張ります。ど
うぞよろしくお願いします。

千葉 友理子
所属：品川事業部 品川児童学園

子ども発達相談室

準職員として３年勤め、今年度から正職
員になりました。保護者と一緒にお子さ
んの発達について考え、成長や変化を一
緒に共有していけるように頑張りたいと
思いますので、よろしくお願いします。

新卒採用職員 中途採用職員

新卒採用職員 中途採用職員
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Pâtisserie Ruelle 再オープンぺこぺこのはたけ ～つながる食事をおすそわけ~

冬季休業を経て、4月20日より営業を再開し
ました。一番の予防策である健康体をつくる
のは、やっぱり食事。「待ちわびていたよ！」と
言う声を頂きながら、栄養たっぷりの食事で
地域のみなさまへ元気をお届けしています。
看板メニューの小鉢御膳は、テイクアウト用
にお弁当としても販売を開始しました。おか
ずだけの注文も受け付けており、コロッケは
揚げたてのテイクアウト、もしくはご自宅で揚
げたてを楽しむ用にタネの購入も可能です。

４月末日から長期にわたりお休みを頂戴して
おりましたが、現況を鑑み、感染予防の準備
をし、７月１日より再オープンをする運びとなり
ました。再オープンにあたっては、感染予防の
ために、いくつかお客様にご協力を頂くこと
といたしましたが、今後もお客様に少しでも
喜んで頂くために美味しいお菓子をご提供
するために精進して参りますので、変わらぬ
ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
ご来店を心よりお待ちしております。　

トピックス①　  

オンライン研修の実施
現在職員が一堂に会すことが難しい為、毎年実施している「虐待防
止研修」をオンライン配信で実施しました。例年と異なり時間・場
所が固定されていない為、今まで直接受講が叶わなかった職員も
全員同じ研修を受ける事ができ、法人内における知識と理念の浸
透に一翼を担っています。また、地域住民や大学生を対象とした
「当別町共生型ボランティア養成
講座」全10回の講義もオンライン
で開講しました。コロナ禍にも関
わらず、約50名の意欲ある方々
が受講してくださいました。受講
者が地域のサポーターとしてイン
フォーマルな支援で活躍する日が
今から楽しみです。

トピックス②

新卒採用活動 全国の学生に向けて
都道府県をまたぐ移動が自粛となり、当初の予定が大幅に変更と
なった新卒採用活動ですが、就職フェア・法人採用説明会の方法を
オンラインに変更し、現在までに道内外の学生13名のエントリ―を
受付ました。初めての方法ではありますが、従来通り当法人の理念
がしっかりと伝わるよう試行錯誤しながら採用活動に取り組んでい
ます。就活生の不安に寄り添いながら、来年の春に向けてお互いに
納得のいく採用を目指していきます。

世間が自粛ムードのこんな時だからこそ、「職員のコミュニケー
ションを増やして士気を高めよう！」という事で、巷で話題の
“ZOOM飲み”はゆうゆうでも実施しています。同期同士、所属の
チーム、当日呼びかけたメンバーなど、縦横斜めの繋がりを大切
にしています。ソーシャルディスタンスを保って歓迎会を実施する
チームもあり、コロナ禍でも前を向いて“ゆうゆうらしさ”の醸成に
向けて取り組んでいます。

トピックス③

ゆうゆう式コミュニケーション

トピックス④


